
 
 

 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
    

                       

    

    

都退教協だより 

 

No.265 

’15.4.16 

（1） 

 

こ
の
十
年
で
、国
民
の
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
の
時
代
に
な
り
、介
護
が
必
要
な

人
も
７
５
歳
以
上
で
は
３
０
％
以
上
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
的
介
護
の
充

実
を
め
ざ
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、財
政

的
理
由
か
ら
見
直
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、 

①
給
付
の
重
点
化
と
効
率
化
、 

②
費
用
負
担
の
公
平
化
（
負
担
増
）、 

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

で
す
。
こ
れ
ら
が
法
改
正
さ
れ
、
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か 

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、ど
ん
な
問

題
が
あ
る
の
か
を
解
説
し
ま
す
。 

①
予
防
給
付
（
要
支
援
）
が
廃
止
さ
れ

市
町
村
事
業
に
移
行
さ
れ
る
。 

こ
の
こ
と
で
、
市
町
村
の
財
政
状
況

や
事
業
方
針
に
よ
っ
て
訪
問
介
護
や

デ
ィ
ケ
ア
（
通
所
介
護
）
に
格
差
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

②
市
町
村
の
窓
口
で
２
５
項
目
の
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

振
り
分
け
が
行
わ
れ
、
認
知
症
等
の
初

期
診
断
が
困
難
に
な
り
ま
す
。 

③
給
付
の
重
点
化
と
効
率
化
は
、
負
担

増
と
給
付
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
へ

の
入
所
基
準
が
原
則
要
介
護
３
以
上

と
な
り
、
今
以
上
に
入
所
が
困
難
に
な

り
ま
す
。 

⑤
収
入
・
資
産
調
査
を
行
い
、
所
得
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
負
担
率
引

き
上
げ
（
合
計
所
得
２
８
０
万
円
以
上

で
自
己
負
担
１
割
→
２
割
）、
補
助
対

象
除
外
者
が
増
え
る
。 

 

こ
の
他
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
都
退
教
協
は
、
日
退
教
・
都
退 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

介
護
保
険
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
！ 

自
治
体
に
格
差
の
危
険 

日 退 教 

平和憲法を守る東京ネット総会 

安部東明 

 平和憲法を守る東京ネット第1 1回定期総会は、全水道会館５階会議

室で1 O月1 8日午後1 3時３０分に開催されました。議長の選出に練

馬住民・横田ゆずるさんで始ました。 

 代表の四谷信子は力強い挨拶で、今総会が結成して十年を経過して十

一年を迎え、亡くなられた土井たか子さんが、最初の全体集会の挨拶を

した写真を持って、今思うと憲法と言えば上井さん、社民党委員長の土

井さんに御苦労をかけたと思っています。その思いを受け止めていて闘

いを続け行かなければと語られました。 

 来賓の挨拶で東京平和運動センターの事務局長桐田さんは平和運動

と私たちの人権が危機に瀕し、戦争が迫っている感がします。戦争を商

売にする武器輸出３原則禁止の破棄、集団的自衛権行使の閣議決定と安

倍政権は暴走してきました。東京地公労とともに東京千人委員会を立ち

上げてきました。これまでの 

候補を発表しました。新人候補が八王子、練馬、世田谷等で予定されて

います。改めて社民党の理念に確信を持った表れでは駅頭での署名活動

とはこれまで違って、学生や女学生が駆け寄ってきてくれ、一般にも危

機感が感じられました。日比谷公会堂で戦争を許さない東京千人委員会

が千９百名の結集をしました。 

 続いて東京社民党幹事長・羽田さんはこれまでの政治情勢を反映して

各党派での2 3区各議会や三多摩各市議会でも意見書や決議案提出等の

動きがありました。これを自治体選挙に続けなければと思っています。

2 1名の第一次公認と思います。 

 音響団員と共に全員で暗い政治状況を打破すべ「団結頑張ろう」の歌

を歌い、厳しい職場の状況を反映した詩の朗読の発表もありました。 

協
・
高
退
連
な
ど
の
高
齢
・
退
職
者
団
体

と
と
も
に
政
府
、
自
治
体
に
高
齢
者
の
声

を
届
け
て
、
地
域
・
在
宅
ケ
ア
の
充
実
を

は
か
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
情
報

の
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。 

高
齢
者
の
声
を
届
け
よ
う 

 

こ
の
他
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
都
退
教
協
は
、
日
退
教
・
都
退
協
・

高
退
連
な
ど
の
高
齢
・
退
職
者
団
体
と
と

も
に
政
府
、
自
治
体
に
高
齢
者
の
声
を
届

け
て
、
地
域
・
在
宅
ケ
ア
の
充
実
を
は
か

る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
情
報
の
発

信
を
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
各
自
治
体

の
介
護
・
福
祉
事
業
は
、
私
た
ち
自
身
が

内
容
を
知
り
、
学
び
、
発
言
・
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
く
さ
ん
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

す
で
に
自
公
政
権
は
憲
法
改
正
の

発
議
に
必
要
な2/3

を
超
え
る
衆
議
院

の
議
席
を
有
し
、
来
年
の
参
議
院
選
挙

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
地

方
選
後
の
五
月
に
国
会
審
議
が
始
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
た

昨
年
７
月
の
閣
議
決
定
の
具
体
化
を

は
か
る
も
の
で
あ
り
、
容
認
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
に
関
わ
る
日
米
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
「
改
定
」
も
目
論
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、
沖
縄
・ 

飛鳥山で恒例の観桜会 
 毎年恒例になっている、都退教協の花見の 

集いが、予定どおり四月三日に行なわれまし 

た。ＴＶなどで桜の開花に関する情報が連日 

流され、三月末には満開との情報しきり、我 

々が出掛ける時には葉桜見物になるかと心配 

しましたが、満開の桜を見ることができまし 

た。 

 今年も例年通り高校退職者会の皆さんと合 

同の花見となりました。目的地は飛鳥山公園、ＪＲ王子駅前に十一時に集合して公

園に向かいました。風が強い日でしたが、駅前には私達と同じような団体が多く集

まっていました。前日に都立高校の現職の皆さんが現地で花見の宴を催したブルー

シートをそのまま利用させていただき、早速宴会が始まりました。私どもの花見の

会でブルーシートの上に座って花見したのは初めての経験でした。それだけに高校

退職者会の方々ともじっくり話すことができ楽しい会となりました。しかし、飛鳥

山の広い園内を歩き回ることもなく時間を過してしまって酔ってしまい少々残念

な気もいたしました。 

 その後、駅前に戻り懇親会となりましたが、すでに充分に酔いが回っていて、誰

もが飲み物は少々、食事をして散会となりました。 

 参加者が例年より少なく盛り上がりに欠けた思いもありましたが、参加された方

は満足された一日だったのではないかと思います。参加者、秋元、安部、柴田夫妻、

及川、谷口以上六名。高校退職者会は五名でした。 

 秋には、行楽の会を予定しています。十月の会報でご案内いたします。（秋元 記） 

「
戦
争
さ
せ
な
い
全
国
署
名2

0
1

5

年
版
」 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 
 

昨
年
七
月
一
日
、
安
倍
政
権
は
、
多

く
の
国
民
の
反
対
の
声
を
無
視
し
て

「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
を
容
認
し
、

こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
を
変
更
す
る
閣

議
決
定
を
強
行
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
昨
年
三
月
に
発
足
し

た「
戦
争
を
さ
せ
な
い1000

人
委
員
会
」

は
、
多
く
の
市
民
と
と
も
に
「
集
団
的

自
衛
権
」
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
阻
止

の
た
た
か
い
に
と
り
く
み
ま
し
た
。
と

り
わ
け
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
」

は
、
短
期
間
に
、
危
機
感
と
署
名
の
重

要
性
が
徐
々
に
広
が
り
、
日
教
組
と
し

て
百
一
万
一
四
八
七
筆
を
集
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

都
退
教
協
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
も 

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
強
行
、
戦
後
七

〇
年
談
話
等
に
よ
る
歴
史
認
識
の
修

正
、
原
発
再
稼
動
そ
し
て
憲
法
改
悪
へ

と
突
き
進
む
も
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
情
勢
を
ふ
ま
え
、「
戦
争
を

さ
せ
な
い1000

人
委
員
会
」
は
、
改
め

て
「
戦
争
さ
せ
な
い
全
国
署
名2015

年

版
」
を
提
起
し
ま
し
た
。 

こ
の
署
名
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る

と
と
も
に
、
戦
争
参
加
を
可
能
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
法
整
備
に
反
対
す
る
署
名
で

あ
り
、
全
国
運
動
の
軸
と
な
る
と
り
く

み
と
言
え
ま
す
。 

都
退
教
協
だ
よ
り
（
本
紙
）
に
署
名

用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご 

東京都退職教職員協議会  会長 柴 田 廸 春 
〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2－6－2 日本教育会館2Ｆ 

               東京都公立学校教職員組合内 
          ＴEL 03－5276－1311 FAX 03－5276－1312 
           E－mail  ttu＠tokyokyouso.org 

  

   

自
治
体
が
設
置
す
る
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
や
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
等
を

活
用
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
・
在
宅
で

高
齢
者
の
生
活
基
盤
を
確
立
で
き
る
実

効
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 

 

四
月
十
六
日
に
は
、
東
京
退
女
教
と
共

催
で
「
ど
う
変
わ
る
介
護
保
険
」
学
習
会

を
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
事
務
局
次

長
の
中
西
満
さ
ん
を
お
招
き
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
学
習
を
深
め
、
お
住
ま
い
の

各
自
治
体
に
予
防
給
付
な
ど
安
心
と
信

頼
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
施
策
を
実
現
す

る
よ
う
求
め
て
い
く
運
動
も
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
力
く
だ
さ
い
。 

 

※
な
お
、
署
名
後
の
用
紙
は
、
同
封

し
た
返
信
用
封
筒
（
切
手
は
い
り
ま
せ

ん
。）
に
よ
り
送
付
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

送
料
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
カ
ン
パ
で

ま
か
な
い
ま
す
。 



     

      

      

      

       

            

沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事
は
、三 

月
二
三
日
、米
海
兵
隊
普
天
間
基
地

の
移
設
先
と
さ
れ
る
辺
野
古
沖
新

基
地
建
設
に
関
し
て
、移
設
に
関
連

す
る
作
業
の
一
週
間
以
内
の
停
止

を
沖
縄
防
衛
局
に
指
示
し
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。 

沖
縄
県
は
、立
ち
入
り
禁
止
区
域

を
示
す
浮
き
輪
を
固
定
す
る
た
め

に
、防
衛
局
が
投
下
し
た
最
大
四
五

ト
ン
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

が
、埋
め
立
て
予
定
区
域
外
の
珊
瑚

礁
を
損
傷
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
し
、海
底
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
基
地
建
設
反

対
の
運
動
を
阻
止
す
る
た
め
に
建

設
予
定
地
を
大
き
く
囲
む
よ
う
に

設
定
さ
れ
た
立
ち
入
り
禁
止
区
域

内
で
の
調
査
を
米
軍
が
拒
否
し
た

た
め
、
翁
長
知
事
は
、
岩
礁
破
砕
許

可
条
件
に
あ
る
「
公
益
上
の
事
由
」

に
基
づ
い
て
工
事
の
中
止
を
命
じ

た
も
の
で
す
。
こ
の
間
、
翁
長
知
事

は
、仲
井
眞
弘
多
前
知
事
の
埋
め
立

て
承
認
手
続
き
の
可
否
を
問
う
第

三
者
委
員
会
の
結
果
が
出
る
ま
で 

工
事
を
中
止
す
る
よ
う
防
衛
局
に

求
め
て
い
ま
し
た
が
、
三
月
一
二 

日
に
は
半
年
間
中
断
し
て
い
た
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
を
再
開
し
て
い
ま

し
た
。翁
長
知
事
の
今
回
の
勇
気
あ

る
決
断
は
、法
律
に
基
づ
い
た
手
続

き
で
あ
り
、県
民
世
論
を
無
視
し
た

新
基
地
建
設
工
事
の
強
行
に
反
対

し
て
き
た
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、心

か
ら
歓
迎
す
る
も
の
で
す
。 

米
国
務
省
の
ハ
ー
フ
副
報
道
官

は
、「
移
設
は
計
画
通
り
進
ん
で
い

く
と
わ
れ
わ
れ
は
理
解
し
て
い
る
」

と
語
り
、移
設
は
住
民
の
負
担
軽
減

と
米
軍
の
能
力
向
上
に
つ
な
が
る

と
い
う
傲
慢
な
見
解
を
示
し
ま
し

た
。
同
様
に
、
菅
義
偉
官
房
長
官
は

「
仲
井
眞
前
知
事
に
承
認
を
受
け

た
、
粛
々
と
工
事
は
進
め
る
」
と
し

て
、翁
長
知
事
の
指
示
を
無
視
す
る

と
の
発
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
 

年1
2
 

月2
7
 

日
、
仲
井
真

弘
多
前
沖
縄
県
知
事
は
、県
外
移
設

と
の
主
張
を
突
然
翻
し
、唐
突
に
辺

野
古
沖
の
埋
め
立
て
申
請
を
許
可 

し
、新
基
地
建
設
工
事
に
道
を
開
き

ま
し
た
。「
選
挙
で
『
県
外
移
設
』

を
掲
げ
た
政
治
家
と
し
て
の
公
約

違
反
で
あ
り
、県
議
会
が
重
ね
て
全

会
一
致
で
求
め
て
き
た『
県
内
移
設

反
対
、
普
天
間
基
地
は
国
外
・
県
外

移
設
』と
す
る
決
議
を
決
定
的
に
踏

み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
、

2
0
1
4
 

年

1
 

月

1
0
 

日
の
沖
縄
県

議
会
の
抗
議
決
議
が
、菅
官
房
長
官

が
主
張
す
る「
仲
井
眞
前
知
事
の
承

認
」
に
は
、
県
民
の
支
持
も
含
め
て

民
主
的
手
続
き
を
全
く
欠
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、2

0
1
4
 

年11
 

月

の
県
知
事
選
挙
で
の
翁
長
雄
志
候

補
の
圧
倒
的
勝
利
が
、「
普
天
間
基

地
の
国
外
・
県
外
移
設
」
が
県
民
の

意
志
で
あ
る
こ
と
を
揺
る
ぎ
な
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。日
本
政
府
お

よ
び
米
国
政
府
は
、直
ち
に
翁
長
知

事
の
指
示
に
従
い
、作
業
を
停
止
す

る
べ
き
で
す
。 

 

七
月
一
日
、
都
退
教
協
総
会
！ 

 

都
退
教
協
の
定
期
総
会
が
、七
月

一
日
午
後
二
時
よ
り
日
本
教
育
会

館
五
階
日
教
組
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
す
。 

総
会
は
、会
員
全
員
が
年
に
一
度

結
集
し
て
、
運
動
方
針
案
・
予
算
案

を
は
じ
め
会
員
相
互
の
意
見
交
換

と
交
流
を
深
め
る
場
で
す
。 

会
員
の
皆
様
の
参
加
を
ぜ
ひ
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。 

年
金
制
度
や
介
護
保
険
制
度
が

大
き
く
変
わ
り
、
高
齢
者
、
退
職
者

が
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
、老
後
の
生

活
不
安
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か

り
の
時
世
で
す
。皆
さ
ん
の
声
を
結

集
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
・
在
宅

で
の
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。 

事務局から 

投稿を歓迎します 

会員の皆さんの投稿(なるべく1200字以内）を「だより」

紙上で紹介し、会員の方々の意見の交流をしたいと思いま

す。「社会保障」「集団的自衛権行使容認」「近況」「戦争体験」

などテーマは問いません。寄稿を希望される方は下記までご

連絡ください。 

・投稿先： 事務局長  谷口滋 Tel/Fax:044-411-9853 

          e-mail: extani@gmail.com  

 

会費納入のお願い 

年度の切り替わりにあたり、全会員に「２０１４年度会費

納入及びカンパのお願い」と払込取扱票を同封させていただ

きました。ご協力のほどよろしくお願いします。 

安 心 と 信 頼 の 社 会 保 障 制 度 を 確 立 し よ う ! 

沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、
政
府
は
直
ち
に
辺
野
古
新
基
地
の
工
事
を
中
止
す
べ
き 

（2） 

第８６回  

メーデー中央集会 

に参加しよう！ 
 メーデー中央大会は、今年も連合

を中心に下記のように行われます。 

会場では役員が「都退教協」の旗

を持っていますので目印にしてく

ださい。 

 

日 時 ２０１５年 ４月２９日（水）〈祝日〉 

        午前１０時～１２時３０分 

会 場 代々木公園Ｂ地区 

（ＪＲ原宿駅・東京メトロ神宮前・代々木公園駅下車） 

主 催 日本労働組合総連合 

辺
野
古
沖
や
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ

ブ
ゲ
ー
ト
前
で
は
、工
事
の
強
行
に

反
対
す
る
県
民
の
法
に
則
っ
た
整

然
と
し
た
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
海
上
保
安
庁
は
、
反
対

派
女
性
の
一
人
に
馬
乗
り
に
な
っ

て
制
圧
す
る
な
ど
暴
力
的
排
除
を

行
い
、け
が
人
の
出
る
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
沖
縄
県
民
、
そ
し
て
沖

縄
県
知
事
の
話
に
耳
を
貸
さ
な
い

強
硬
な
態
度
は
、民
主
主
義
国
家
と

呼
べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日

本
政
府
は
、直
ち
に
沖
縄
県
民
お
よ

び
沖
縄
県
知
事
と
の
対
話
を
開
始

し
、
沖
縄
県
民
の
「
国
外
・
県
外
移

設
」と
の
要
求
に
沿
っ
た
政
策
の
転

換
を
図
る
べ
き
で
す
。 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、政
府
の
傲

慢
な
姿
勢
を
許
さ
ず
、翁
長
知
事
の

判
断
を
尊
重
し
、沖
縄
県
民
の
思
い

に
連
帯
し
て
、普
天
間
基
地
即
時
返

還
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
と

り
く
み
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

決
意
し
ま
す
。 

 

沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
た
辺
野
古
米
軍
新
基
地
建
設
、
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ト
建

設
工
事
の
強
行
が
行
わ
れ
、
反
対
す
る
市
民
へ
の
暴
行
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

都
退
教
協
は
、
三
月
二
五
日
「
翁
長
沖
縄
県
知
事
の
『
辺
野
古
移
設
関
連
作

業
停
止
指
示
』
は
、
沖
縄
県
民
の
民
意
と
法
律
に
基
づ
く
勇
気
あ
る
決
断
で
あ

り
、
心
か
ら
支
持
し
ま
す
。」
と
す
る
激
励
と
、
政
府
に
直
ち
に
工
事
を
中
止

す
る
よ
う
抗
議
を
送
付
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
（
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
、
こ
う

し
た
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
次
の
事
務
局
長
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。 

翁
長
沖
縄
県
知
事
の
「
辺
野
古
移
設
関
連
作
業
停
止 

指
示
」
に
関
す
る
事
務
局
長
談
話 

 


